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第３学年 算 数 科 学 習 指 導 案 

 

研究主題（市教研算数部主題） 

 数学的に考える資質・能力を育むための算数学習のあり方 

 

１ 単元名  分数 

    

２ 単元について 

（１） 学習内容 

  本単元は、学習指導要領第３学年の内容 A「数と計算」の（６）「分数の意味と表し方」に関する

事項を身に付けることができるよう指導するために設定された単元である。 

  児童は、第２学年で 1/2、1/3 などの簡単な分数について扱い、分数について理解するための素地的

な学習活動をしてきている。そうした学習の体験を基にして、分数の意味や表し方について確実に身

に付けられるようにする。また、これまでの整数と同様に、分数についても、加法や減法が考えられ

ることを知り、それらの計算の仕方を考え、計算ができるようにしていく。 

  分数の意味については、その観点の置き方によって様々な捉え方ができる。2/3 を例にして分類す

ると、以下の５つとなる。 

  ①具体物を３等分したものの２つ分の大きさ 

  ②2/3L、2/3ｍのように、測定したときの量の大きさ 

  ③１を３等分したもの（単位分数である 1/3）の２つ分の大きさ 

  ④ＡはＢの 2/3というように、Ｂを１としてときのＡの大きさの割合 

  ⑤整数の除法「２÷３」の結果（商） 

  ①から⑤のうち、第３学年では、上記の①②③について学習し、④⑤については第５学年で学習す

る。本単元では、「単位分数の個数に着目する」ということが大切になってくる。２月に学習する小

数は、必ず 1/10 の何個分として表さなければならないが、分数の場合は 1/3、1/4、1/5 など単位とし

て場合に合わせた単位分数の大きさを選び、その何個分として表すことができるというよさがある。

（６）分数とその表し方に関する数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

  （ア） 等分してできる部分の大きさや端数部分の大きさを表すのに分数を用いることを知る

こと。また、分数の表し方について知ること。 

  （イ） 分数が単位分数の幾つ分かで表すことができることを知ること。 

  （ウ） 簡単な場合について、分数の加法及び減法の意味について理解し、それらの計算がで

きることを知ること。 

 イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

  （ア） 数のまとまりに着目し、分数でも数の大きさを比べたり計算したりできるかどうかを

考えるとともに、分数を日常生活に生かすこと。 
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さらに、簡単な場合の分数の加法・減法では、大小比較や図に表すことを通して、単位分数の個数に

着目することで、整数と同じように計算できることを気付かせていくことが大切もできる。 

  本学級の児童は、多くの児童が算数の学習に意欲的に取り組んでいる。しかし、学力が２極化して

いる傾向があり、個別に支援を要する児童もいる。九九が正しく言えない児童も数名おり、たし算や

ひき算では指を使って計算している児童もいる。そのため、発問や発表ごとに児童の理解度を確認し、

習熟度に関わらず、学級全体で学習を進められるようにしていきたい。 

本時では、１L ますに入ったジュースから分数の加法の仕方について考えていく。単元を通して、

単位分数に着目して考えてきたこと基に、図・式・言葉を関連付けて考えていく。問題把握の後に、

「考えるために使えそうなものなないか」を問い、出てきた図などから、児童は考えやすいものを選

んで考えていく。比較検討では、それぞれの図や言葉を関連付けて考えていくことで、単位分数に着

目して考えると整数と同じように計算できることに気付くだろう。個人差が大きい学級なので、問題

把握のときに、3/5L（目盛りなし）と 3/10L（目盛りあり）を提示し、答えが 3/10L ではないという

ことを理解させることで、大きな誤答を減らし、どの児童も問題の解決方法について考えられるよう

にする。適用問題ではクラス全員の理解を深めるために、２人組で説明する活動を取り入れる。比較

検討を経て、より考えやすい方法を選択して、説明を考えることで、本時で身に付ける「単位分数が

何個分かを考えて、分数の計算をすること」を一人一人が説明し、身に付けることを目指していく。 

 

（２） 既習との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        以下、第５・６学年に続く 

 

第２学年 分数 

○1/2、1/4 などの簡単な分数 

分数 

○真分数、仮分数、帯分数 

○同分母分数の加減計算（仮分数、

帯分数を含む） 

小数 

○小数の概念と表し方（1/10 の位まで） 

○小数と分数の大小比較 

○加減計算の仕方と筆算 

第３学年 分数 

○分数の概念と表し方 

○分割分数、量分数、数としての

分数 

○同分母分数の加減計算（真分数） 

第４学年 
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３ 単元の目標 

○分数の表記、数としての分数、連続量としての分数などの意味が理解できる。 

分数の大小の判断や、同分母分数の加減計算ができる。（知識及び技能） 

 ○単位分数の何個分という考え方を基に、分数の大きさの表し方を考えることができる。 

同分母分数の加減計算の仕方について考え、説明することができる。（思考力・判断力・表現力等） 

 ○端数部分を表すのに分数を用いることに関心をもち、よさに気付いて進んで生活や学習に活用しよ

うとする。（主体的に学習に取り組む態度） 

 

４ 指導計画（１０時間扱い） 

 時 学習内容 評価規準 

あ
ま
り
の
大
き
さ
の
表
し
方 

１ ・端数の表し方による分数の動機付

け 

・１ｍを基準にして、端数部分の長さの表し方を考

えようとしている。（態度） 

・１ｍを基準にして、量の大きさを単位分数で表す

ことができる。（知・技） 

２ ・分割による「１ｍの１/○」という

表し方 

・分数の意味を理解し、１ｍに満たない長さを分数

で表すことができる。 

３ ・分数の意味と表し方 ・長さを分数で表したことを基に、10 等分した何

個分かのかさの表し方を考えたり説明したりし

ている。（思・判・表） 

・いろいろな量を分数で表すことができる。（知・

技） 

分
数
の
大
き
さ 

４ ・数としての分数の意味と単位分数

の何個分という見方 

・量を分数で表したことを基に、分数を数として捉

えて表し方を考えたり説明したりしている。

（思・判・表） 

・分母と分子が等しいとき、その大きさは１である

ことを理解している。（知・技） 

５ ・数直線上の分数 ・数直線の１までの目盛りの数と分母との関係に

気付いている。（思・判・表） 

・数直線上の点を分数で表すことができる。（知・

技） 

６ ・分数の大小比較と、等号・不等号

による表示 

・同分母分数の大小関係を理解し、等号・不等号を

使って表すことができる。（知・技） 

分
数
の
た
し
算
・
ひ
き

算 ７ 

本時 

・同分母分数の加法 ・単位分数の何個分という見方を働かせ、同分母分

数のたし算を整数のたし算に帰着させて考えた

り説明したりしている。（思・判・表） 

・同分母分数のたし算ができる。（知・技） 

８  ・同分母分数の減法 ・たし算の計算の仕方を基に、同分母分数のひき算

の仕方を考えようとしている。（態度） 
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・同分母分数のひき算ができる。（知・技） 

 ９ ・練習  

１０ ・基本のたしかめ、ふりかえり、や

ってみよう 
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５ 本時の指導 

（１）育成する資質・能力 

  ○同分母分数の加法及び減法は整数の場合と同様に処理することができる。 

 

（２）働かせる数学的な見方・考え方 

○単位分数の個数に着目して、分数の加法の仕方について説明する。 

○図や操作を結び付けながら、計算方法を考える。 

 

（３）数学的な見方・考え方を働かせるための手立て 

  ＜手立て１＞ 図を基に理由を説明する活動 

    本時では、まず１L ますに入った液量をたし合わせる。実際にたし合わせた場面から 2/5+1/5

の立式をさせる。そこでは、3/5L と 3/10L という２通りの答えが出ることが予想される。そこ

から「なぜその答えになるのか」「なぜその答えは違うと言えるのか」と問い返すことで、式だ

けでなく、図や言葉を用いて説明したいという思いを高める。 

答えの見通しをもった後に、今までの学習を振り返りながら、「本時で説明するために使えそ

うなものはないか」と問う。児童からは以下の３つが出てくることだろう。 

①第３時で、かさの分数を表すときに用いるものとして学習した「液量図」 

②第４時から第６時で、量分数を表すときに用いるものとして学習した「数直線」 

③単位分数の個数に着目にして、言葉による説明 

児童はこの３つのうち考えやすい方法を選択して、自力解決をしていく。３年生では液量図や

数直線を正しくかくことが目的ではないため、①・②は教師が作成した図に必要な数字を書き込

んだり、色を付けたりしながら活用していく。また、低位の児童には、ミニホワイトボードとカ

ラーマグネットシートで作成した具体物を使って考えさせる。これは、１L を５等分した液量図

と、単位分数を表すカラーマグネットシートを貼ったものである。そのシートを動かし、単位分

数（1/5L）が何個分かで考えればいいことを理解させていく。低位の児童には、このような操作

活動を通して、単位分数の考え方を身に付けられるようにしていく。 

比較検討の際には、液量図や線分図などの図の説明と、言葉の説明を関連付けて考えさせるこ

とで、単位分数（1/5L）が何個分かで考えればよいことに気付かせていき、分数も整数と同じよ

うに計算できることを理解させていく。このように計算の仕方を図や言葉、式と関連付けながら

説明する活動を通して、「分母はそのままで、分子をたせばよい」という理解だけでなく、単位

分数で考えるよさや、分数の量の感覚をイメージしながら計算の意味を理解することができると

考える。 

 

  ＜手立て２＞単元を通して、単位分数がいくつ分なのかに着目させる発問の工夫 

第２学年の学習や本単元の第３時までは、分数は具体物を等分したものとして学習していく。

第４時以降は、分数が１を分割したものが基準となっていることの理解し、１を分割した単位分

数の何個分かを考えることで、１より大きい数についても分数で表せることを理解させていく。

単元を通して「なぜ○/△なのか」と問い返していき「△分の１の、○こ分だから」という理解を
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徹底させ、児童が説明できるようにしていく。そのために、単元を通じて、視覚的に単位分数に

着目できるように、単位分数は赤、いくつ分は青と色を分けて、指導していく。学級のルールと

して、板書やノートでも色を分けてかくことで、単位分数に着目する力が身に付いていくだろう。

そうすることで、数直線でも液量図でも、単位分数に着目して考えるよさや必要性に気付いてい

くと考える。 

また、各時間で身に付けさせたいポイントは以下のとおりである。単元を通して「なぜ○/△な

のか」と問い返し続けることで、身に付けさせていく。単元を通して、ポイントを明確にしなが

ら指導することで、単位分数に着目する考え方が身に付いていくと考える。 

 時 学習内容 身に付けさせたい見方・考え方 

あ
ま
り
の
大
き
さ
の
表

し
方 

１ ・端数の表し方による分数の動機付け ・１/△ｍは、１ｍを△等分した、１つ分 

２ ・分割による「１ｍの１/○」という表

し方 

・1/3ｍの２個分は、2/3ｍ 

・○/△ｍは、1/△ｍが○個分という意味 

３ ・分数の意味と表し方 ・かさを表すためには、液量図を使う。 

・１L の 1/10 は、1/10L と表す 

・○/△L は、1/△L が○個分という意味 

分
数
の
大
き
さ 

４ ・数としての分数の意味と単位分数の

何個分という見方 

・1/5 を集めていくと、いろいろな大きさを表す

ことができる。 

・1/△をつなげていくと、数がどんどん広がって

いく。 

５ ・数直線上の分数 ・分数も整数とおなじように数直線上に表すこと

ができる。 

６ ・分数の大小比較と、等号・不等号に

よる表示 

・1/8 が何個分かを考えれば、大きさを比べられ

る。 

・1/△が何個分かを考えれば、分数の大小を比べ

られる。 

分
数
の
た
し
算
・
ひ
き

算 ７ 

本時 

・同分母分数の加法 ・1/△が何個分かで考えれば、分数のたし算がで

きる。 

・分数も整数と同じように計算できる。 

８  ・同分母分数の減法 ・1/△が何個分かで考えれば、分数のひき算がで

きる。 

・分数も整数と同じように計算できる。 
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（４）本時の目標 

  ○同分母分数のたし算の仕方を、図や言葉、式を関連付けて考え、計算することができる。 

 （５）本時の評価規準 

  ○単位分数の何個分かという見方を働かせ、同分母分数のたし算を整数のたし算に帰着させて、考

えたり説明したりしている。【思考・判断・表現】 

 ○同分母分数のたし算ができる。【知識・技能】               

 

（６）展開（７／１０） 

過程 学習内容と活動 ○指導や支援の手立て ◆評価 資料・教具 

問

題

把

握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自 

力 

解 

決 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時の素材を知り、立式する。 

 

 

 

・「あわせる」だからたし算になる。 

・式は 2/5+1/5 になるだろう。 

・分数でもたし算ができるのかな。 

 

 

 

 

２ 本時の学習問題を確認する。 

 

 

３ 本時の見通しをもつ。 

・3/5L だろう 

・3/10L だろう 

 

 

 

 

 

 

 

４ 図や言葉を使って、計算の仕方を

考える。 

 

 

 

○前時の学習と比較して考えたり、１L ま

すに入っているジュースを見せたりす

ることで、問題場面をイメージしやすく

させる。 

○目盛りのない１Lますに、ジュースを足

し合わせることで、分数でもたしてよい

ことを理解させる。 

○目盛りがついていないことに着目させ、

「どのくらいの量なのか」と問い返すこ

とで、計算方法を考えようとする意欲を

高める。 

 

 

 

○ジュースをたし合わせた場面を基に立

式させ、答えの見通しをもたせる。 

○3/10L（目盛りあり）を提示し、3/5L（目

盛りなし）と比べることで、答えが 3/10

ではないという見通しをもたせる。 

○3/5L と 3/10L の２つの量の違いから、

ジュースの量に着目させることにより、

図や言葉を使って説明したいという気

持ちを高める。 

 

○単位分数の個数に着目して、計算の仕方

を考えさせるために、液量図や数直線の

シートを用意し、児童に考えやすい図を

選択させる。 

○数直線や液量図をノートに表す際には、

2/5L のジ

ュース（目

盛りあり）

1/5L のジ

ュース（目

盛りあり） 

１ L ま す

（目盛りな

し） 

 

 

 

 

 

2/5L と

1/5L の液

量図 

3/10L （目

盛りあり） 

 

 

 

 

 

液量図シー

ト 

数直線シー

ト 

 

 ジュース 2/5L と 1/5L をあわせ

ると何 L ですか。 

 分数のたし算のしかたを考えよう。 
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比 

較 

検 

討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・液量図を使って考える 

 

 

 

 

目盛りを数えると、1/5 が３つ分だか

ら、3/5Ｌ 

 

・線分図を使って考える。 

 

 

 

 

 

・単位分数の個数で考える。 

 2/5 は 1/5 が２こ、1/5 は 1/5 が１こ。 

 あわせて、1/5 が（２+１）こなので、

3/5 になります。 

 

 

５ 全体で話し合う。 

①液量図で考える 

・1/5L が何個分かで考えているね。 

・でも、3/10L にも、見えるよ。 

・違う図で考えると、どうなるんだろ

う。 

 

②数直線で考える。 

・これも 1/5L が何個分かで考えている

ね。 

・これを言葉で説明したいな。 

 

③言葉で説明する。 

・1/5L で考えるのがよさそうだね。 

・どの考え方も 1/5L が何個分かで考え

るところが同じだね。 

・「何の何個分」という考え方は整数と

同じだね。 

単位分数は赤、いくつ分は青で書かせる

ことで、単位分数に着目して考えやすく

させる。 

○図のイメージがつかめない児童には、具

体物を操作させ、分数のたし算のイメー

ジをもたせる。 

○低位の児童には、ミニホワイトボードで

作成した具体物を用いることで、単位分

数に着目して、1/5 が何個あるかを考え

させる。 

○2/5+1/5＝3/10 と計算してしまう児童

には、液量図を基に単位分数の何個分か

で考えさせる。 

○数直線で考えている児童には、単位分数

が何個分になるかということに着目さ

せ、言葉の説明も考えさせる。 

○言葉で説明を考えている児童には、式と

関連付けて考えさせたり、図を用いて考

えさせたりする。 

 

○液量図と数直線と単位分数の考えを発

表させ、それらの図と言葉と式を関連付

けて話し合わせる。 

○３つの方法の共通点を考えさせること

で、どの考え方にも単位分数が何個分か

で考えていることに気付かせる。 

○単位分数の何個分と捉え、整数の計算に

帰着して考えられるようにする。 

○目盛りのある１L ますにジュースを移

し替えることで、3/5L であることを確

かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミニホワイ

トボード 

カラーマグ

ネットシー

ト 
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適 

用 

６ 適用問題を解き、２人組で考え方

を説明させる。 

 

 

 

 

①液量図で解く 

 

 

 

②線分図で解く。 

 

 

 

③単位分数の何個分で解く。 

・1/6L が（１+３）だから、4/6L です。 

 

７ ２人組で考え方を説明し合う。 

 

 

 

 

 

８ 本時のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

９ 振り返りをする。 

・分数のたし算も 1/5 や 1/6 がいくつ

分かで考えれば、整数と同じように

計算できる。 

・1/5 や 1/6 が何個分になるかを考える

と計算ができる。 

・分母はそのままで、分子だけたすと

よい。 

○2/5+1/5 の計算を基に、図や言葉の中で

自分が説明しやすいものを選んで説明

を考えさせる。 

 

○計算の仕方を説明する問題に取り組ま

せ、単位分数が何個分かに着目して考え

る説明の理解を深められるようにする。 

○1/6+3/6＝4/12と計算してしまう児童に

は、改めて単位分数が何個分かに着目さ

せて、考えさせる。 

○１つの方法で考えがかけた児童には、他

の図や言葉で説明を考えさせる。 

 

 

 

○２人組で考えを説明する場面では、液量

図や数直線を相手に見せながら、説明さ

せる。 

◆単位分数の何個分と捉え、同分母分数の

加法の計算の仕方を説明することがで

きる。（思考・判断・表現） 

 

 

○本時で解いた２問の共通点から、分数の

たし算で考えるポイントを中心にまと

めを考えさせる。 

 

 

 

 

○本時を通して、分かったことや考え方の

ポイントを自分の言葉でまとめる。 

液量図シー

ト 

数直線シー

ト 

 

 水が、小さいびんに 1/6Ｌ、ポッ

トに 3/6Ｌはいっています。あわせ

て何Ｌありますか。 

 分数のたし算は、1/5 や 1/6 が何こ分になるかを考える

とできる。 
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